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要　旨
NECインフロンティアの全社推進活動として、UCD（User-Centered Design：ユーザー中心設計）の適用によ
り、アクセシビリティに優れた商品を開発するためのUD（Universal Design：ユニバーサルデザイン）標準化
活動を展開しました。本稿では、UDポリシーの制定やUD評価の実施、UDガイドラインの整備を行い、実際の
商品開発に生かした具体的なUD配慮事例を紹介します。

キーワード

●ユニバーサルデザイン  ●アクセシビリティ  ●UD評価  ●UDガイドライン  
●UD配慮  ●多機能IP電話機  ●セルフPOS  

1. はじめに

NECインフロンティアは、ビジネス用の多機能IP電話機な
どの企業ネットワークコミュニケーション事業、POSなどの
流通情報システム及び特定業種向け端末の領域において、開
発・生産などの事業を展開しています。
主な商品の使用環境であるオフィスや店舗などにおいては、
高齢者などを含めたさまざまな方が弊社の商品を利用する機
会が増えています。また、店舗でお客様自身に操作してもら
うPOSのように、専任作業者だけでなく一般の方でも使える
ことが求められる商品が増えています。
そのような環境の下で、誰もが使えるアクセシビリティに
優れた商品を開発し、継続的に提供するために、開発プロセ
スへのユーザー中心設計（User-Centered Design：UCD）の適
用が重要な課題としてクローズアップされています。
NECインフロンティアでは、全社推進活動としてUCDの適
用によるユニバーサルデザイン（Universal Design：UD）に配
慮した商品を開発するための標準化活動を展開しています。
具体的な商品へのUD配慮事例も含め、以下に紹介します。

2. NECインフロンティアのUDポリシー

まず、UD活動に取り組むに当たり、NECインフロンティア
としての商品群の特色に合うように、UDポリシーを 図図1 のよ
うに制定しました。

図1   NECインフロンティアのUDポリシー

このUDポリシーを指標とし、より具体的に商品に展開する
ため、社内でUDを標準化する活動を行いました。

3. UD評価

UD標準化活動に当たり、まず現状を把握するために、多様
なユーザーの視点から自社の商品を評価するUD評価として、
UDシミュレーション評価とUDユーザー評価を実施しました。

3.1 UDシミュレーション評価

開発者自らが、多様なユーザーの視点から使いやすさを確
認するために、UD疑似体験ツールを使用して、高齢者や障が
いのある方など、さまざまな方の特性を体験しながら、自社
の商品を評価するUDシミュレーション評価を実施しました。
UDシミュレーション評価は、義肢スティック、アイマスク、
軽度白内障ゴーグル、手袋、耳栓、上半身の重りなど12種類
のUD疑似体験ツールを活用しました。
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図2   UDシミュレーション評価の様子

6機種の自社商品を、延べ10名の開発者が「制約のある場合
においても本当に使いやすいのか」を検証しながら、評価を
行いました。評価結果として、指摘事項は延べ160項目に及び
ました。
図2 にUDシミュレーション評価の様子を示します。

3.2 UDユーザー評価

UDシミュレーション評価では、設計者自らが商品の使いや
すさについて省みることができるというメリットがあります。
ただ、あくまでもシミュレーション評価のため限界があり、
実際のユーザーが評価した結果とは異なる場合があります。
そのため、現実に即した意見を取り入れるために、初心者
や高齢者、条件などにより操作に制約のある方を含めた多様
なユーザーに、自社商品を実際に使用してもらうUDユーザー
評価を実施しました。
5機種の自社商品を、延べ40名の多様なユーザーの方に使用
してもらいながら評価しました。評価結果として指摘事項は
延べ390項目に及びました。

4. UDガイドライン

UD評価の結果を、確実に商品開発へ反映するために、NEC
インフロンティア独自のUDガイドラインを構築しました。

4.1 UDガイドラインの構築

NECが持つアクセシビリティガイドラインをNECインフロ
ンティアの商品群に対して適用する際、具体的にどのように
設計すればよいかを示すために、自社独自のUDガイドライン

図3   UDガイドラインのイメージ

を制定する必要がありました。
そのため、NECのアクセシビリティガイドラインを基本と
し、自社の商品を開発するうえでの特徴的な注意点を踏ま
え、UD評価の結果をフィードバックしてガイドラインを作成
しました。
また、これには主要な公的機関の規定類の内容も反映して
います。加えて、文字の高さ4mm以上、色彩のコントラスト
80%以上などのように推奨値を数値化し、具体的な解決策を記
述した点が特徴です。
図3 にUDガイドラインのイメージを示します。

4.2 UDガイドラインのシステム運用

UDガイドラインの運用方法は、まず既存の商品のレベルを
UDガイドラインによって評価し、その結果を上回る目標値を
新規の商品を開発するたびに設定します。開発者はその目標
の実現に向けて開発を進めます。開発フェーズの商品評価時
に改めてUDガイドラインを用いて評価を行い、その結果が目
標値を上回ることを判定基準としました。
更に次の商品の開発時には、前の商品のレベルを上回る目
標値を設定し、その結果が目標値を上回る必要があります。
このようにUDガイドラインを活用することにより、新しい
商品を開発するたびに、着実にUDのレベルアップを実現する
システムになっています。

5. 商品へのUD適用事例

UDガイドラインを中心としたUD標準化活動の成果を活用
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して、次に紹介するように、具体的な商品開発におけるUD配
慮を実現しています。

5.1 多機能IP電話機のUD配慮

写写真1 の多機能IP電話機の開発において、UDガイドライン
を活用し、具体的なUD配慮を下記のように実現しました。
(1)テンキーのフィードバック音声
以前より電話機には、テンキーの「5」ボタンに凸を付ける
ことが標準化されているため、全盲の方でも、その凸を基
準にすればテンキーの位置関係を把握することができ、相
手の電話番号をダイヤルすることができました。
ただし、実際にどの番号を押したのか確かめながらダイヤ
ルすることができなかったため、間違い電話が発生するな
ど不都合が発生していました。
これを解消するために、 図4 のイメージ図のように、押下
時にテンキーのフィードバック音声が鳴る機能を実現しま
した。全盲の方がボタンを押すたびにフィードバック音で
どのボタンを押したかを確認できるため、間違い電話の発
生を著しく低減することができます。
(2)点字シール
以前の入力ボタンの点字対応は、通常タイプの電話機と点
字タイプの電話機を併用できるように、標準のボタンを取
り外して廃棄し、代わりにオプションの点字入力用ボタン
を装着する方式にしていました。ただ、この場合は標準の

写真1   多機能IP電話機 DTシリーズ

図4   テンキーのフィードバック音声

写真2   点字シール

ボタンを廃棄するため、経済的にも環境的にも無駄が発生
していました。
多機能IP電話機においては、機能ボタンの天面に 写真2 の
ような点字シールを張り付けるだけで、容易に点字対応化
を可能とし、環境にも優しい対応が可能になりました。
(3)LCDの白黒反転、文字拡大
弱視や老眼の方のなかには、通常の白地に黒文字の状態よ
りも、黒地に白抜き文字の方が読みやすいという人もいま
す。多機能IP電話機では、 図5 のようなLCD（Liquid
Crystal Display）白黒反転機能を使用することにより、黒地
に白抜き文字のLCD表示を選択することを可能としました。
また、弱視や老眼の方にとって小さい文字は読みにくいた
め、図5のように、文字を拡大して表示できる機能を実現し
ました。
(4)使用状態のアイコン表示
オフィスでは通常、複数の回線と多機能IP電話機を複数の
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図5   LCDの白黒反転、文字拡大

図6   色やアイコンによる使用状態の表示例

メンバーでシェアして使用します。そのため、その回線ご
とに、使用している人（自分または他者）、通話状況（通
話中や保留中など）といった回線の使用状態を明確にする
必要があります。使用状態が明確でないと、保留や転送な
どの操作で混乱が生じる可能性があるからです。
従来は 図6 にあるように、回線ごとの使用状態をLED付き
のボタンに割り当て、LEDの発光による赤や緑といった色
の違いにより示していました。ただ、色の識別が難しい方
にとって、その時々の使用状態が分かりにくいという問題
がありました。
この問題を解消するために、使用状態をLEDの色の違いで
はなく、LCDを活用してシンプルな絵柄のアイコンで分か
りやすく判別できる電話機を、シリーズに加えました。こ
の電話機は、色の識別が難しい方にとっても、ひと目で使
用状態が分かるようになっています。

(5)LCD画面の多国語表示
LCDに表示する言語は、ユーザーの使用する言語に合わせ、
多くの言語のなかから選択できます。
(6)バックライト付きテンキー
視認性を向上するために、テンキーの数字の文字自体がオ
レンジ色に光るバックライト機能を実現しました。暗い環
境での使用時には効果が顕著になります。

5.2 セルフPOSのUD配慮

初めて利用する方でも簡単に操作できることを目指し、 図
7 の電子マネー決済専用セルフPOSを開発しました。
また、実際の店舗で実証実験を行い、さまざまな店舗環境
への対応や、「小額決済はスピーディに行いたい」というお
客様の要望に応えています。
下記のポイントのように、UDに配慮しています。
(1)利用するうえでの柔軟性
マルチ電子マネーリーダライタ採用により、さまざまな電
子マネーに対応しています。
(2)さまざまな使用環境への配慮
スキャナ・プリンタ・マルチ電子マネーリーダライタを一
体化し、 図8 のようにA4サイズ相当のスペースに全機能を
集約することで、さまざまな店舗の設置環境に対応可能と
しました。
(3)操作のしやすさ
操作性と視認性の良いタッチパネル液晶ディスプレイを採

図7   電子マネー決済専用セルフPOS
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図8   A4サイズ相当のスペースに全機能を集約

写真3   ペーパープロトタイピングによる操作性検証

図9   音声ガイダンスと分かりやすい画面指示

用しました。また、商品を読み取る固定スキャナは、斜め
上からレーザーを照射することで、お弁当なども高く持ち
上げることなく水平のまま読み取り可能としています。
写真3 のようにペーパープロトタイピングにより操作性検
証も行っています。

(4)直感的な分かりやすさ
図9 のように、音声ガイダンスと分かりやすい画面指示に
より、初めて利用する方でも操作が簡単になるように工夫
しました。

6. おわりに

以上のように、UD評価、UDガイドラインの制定と運用を
行うUD標準化活動を進め、多機能IP電話機やセルフPOSにお
けるUD配慮実現の具体的事例について紹介しました。
これからも、｢NECインフロンティアの商品は使いやすい
ね｣とより多くのお客様に言っていただけるよう、ユーザー中
心設計/UD標準化活動を継続していきます。
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